


























































測定時間 5 秒（40-5）（男 3.4%, 女 42.7%）が一番
高く、次いでと（60-5） （男 22.9%, 女 25.%）なって






































































削除した結果、被験者は 249 名から 236 名となった。






者は 236 名から 224 名となった。以下の結果は 224 名
についてのものである。
図 2．1 回目・2 回目のプロット図（テンポ速度 60 回 / 分・
測定時間 30 秒（4G）　r=612　n=224（男女））
表 7．各グループの相関係数
図 3．1 回目・2 回目の測定値のプロット図（テンポ速度 60
























　この表から、_ から 5_5 の１回目と２回目が同じ
５段階点の右上がりの対角線上に分布しているのが１回
目、２回目共にほぼ同じ測定テンポ数の人数の比率（％）
ということになる。4G は提示テンポ速度が 60 回 / 分、








表 8．4G の 1 回目と 2 回目の段階点別出現率（％）
のマトリックス（例示）　　　　　　　



























































　4G は提示テンポ速度が 60 回 / 分、測定時間が 30 秒
であることから、正解ｶｳﾝﾄ数は 30 回になる。30 回は
５段階点では「3」得点であり、１回目、２回目両方と
も「3」の得点の出現率は 35.86% となっている。
　各グループの _+2_2+3_3+4_4+5_5 の合計出現率
（％）は、いずれの群も 50％を切っており、高い一致度
とは言い難いようである。
　χ２法でχ２値を算出した結果では、一致度の指標と
しては極めて高い値を示している。
　一致度数、χ２値のいずれが安定度の指標として好ま
しいかが今後の検討課題である。
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